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静止 気象衛星赤外差分画像 を用い た 黄砂 の 動向解析

t
松浦　由希　 ・　 板野　稔久 （防衛大 ・地 球海洋）

1　 は じめに

　束ア ジア に お い て 、黄砂は 春の 風 物詩と して 知 ら

れ て きたが、近年 で は 、季節外れ の 黄砂 の 観測 も少

な くなく、社会的にも関心が高ま っ て い る。よ り正

確 な予報 を行 うた めに、そ の 動態 の 解明は 、ますま

す重要 にな っ て お り、地 上 風 と 地 表面 の 関係
（Kurosaki 　and 　Mikami ．2005 ）や ダ ス ト粒 子 の サイ

ズ変化（Zhang 　and 　lwasaka ．2006）な ど様 々 な観点
か ら研究が進 められ て い る 。

　静止 衛星 画像は、空間解像度で 極軌道衛星 に劣る

も の の 、広範囲 で 長期的 に観測す る こ とが可能 で 、
時間分解能 も高く、特に差分画像にお い て は、昼夜
を問わずに 、等間隔で 黄砂を解析可能で あ る 。 差分
画像 を高時間分解能 で 連続観測す る こ とは、黄砂 の

発 生 と移流の解明 に 大変有用で あ る。
　本研究 で は 、

MTSAT 赤外差分画像 を 1 時間毎 に

作成 して 、年間を通 じ観測 し、季節的変化を踏ま え

なが ら、黄砂 の 動 向を解 明す る。

2　 データ
　MTSAT − IR の 赤外 1ch （10．3 μm

〜11．3 μm ）、赤外

2ch（11、5 μm
〜12．5 μ皿）を 用 い る。　 HiRID 形式 で

， 各
画像 10bit（1024 階調）で あ る。時間分解能 は 、全球

観測が 1 時間間隔で あ り、更 に 北半球で は 30 分間

隔で画像が得 られ る 。 空間解像度は 赤道直 卜
．
で 5km

で あ る。2006 年 9A か ら 2007 年 8 月 の ／年 間を解

析期間 と した 。

3　 赤外差分画像
　赤外 1、2ch の 階調 を、そ れ ぞれ 輝度温 度（Tb【R1 、
TblR2）に変換後 、差（Tb】m

− Tbm2）をと っ た。火 山灰 な

ど Silicaを含む 物質は、両 波長帯 の 放射率 に 差 があ

り、TbIR一 ［DblR2〈 0 とな り（Prata．1989 ）、雲 は
一

般

的 に TbIRI− TblR2＞ 0 を示 す。こ れ は 、黄砂 の 検出 に

お い て も有用で ある とされて い る（Simpson　et　al．
2003）。今回差分画像を作成するに 当た り、次の式
　　　 128 − （TblRl− TblR2）× 20

を採用 し、典型的な輝度温度の 差で あ る ± 6．4（K）を
8bit（256 階調）で 表 示 した。こ の た め、　 ThlR1− Tb］1｛2

＜ 0 の と き、階調が 256 に 近 づ き 白く表示 され 、TblR］
− TbIR2＞ 0 の とき階調 が 0 に近 づ き黒 く表 示 され る。
よ っ て 、本研 究 で 作成 した差分画像 に お い て、黄砂

域は 白く表 示 さ れ る。

4　 解析

　図 1 に て 、一
例 を示す 。 2007 年 3 月 29 日 ゴ ビ砂

漠付近 か ら巻き上 げられた ダス トは、全般的に東 へ

と進み つ つ 、前面 にお い て は、モ ン ゴ ル 付近 に 中心

をもつ 低気圧 に巻き込 まれ て い る の がわか る．31 目

1830UTC に は 沿海州付近 に 達し て お り、こ れ以降
も徐 々 に不明瞭 にな っ て い くもの の 、北海道 の 東海

上 に ま で 達する こ と が 分か っ た 。今後 は、黄砂 イ ベ

ン ト発生時 の 南北、東 西への 広が りの 時間変化 と発

生源特定、年間を通 した 発生特性を追 う予定で ある。
図 12007 年 3 月 30 日 0030UTC 〜3 月 31　N　1830UTC
　　 に お け る 6 時間 ごとの 衛星 差 分 画像
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